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研究成果の概要 

本研究では、細胞内・細胞間コミュニケーションを介した細胞運命の決定・維持・転換機構を 1細胞レ

ベルで明らかにすることで、植物細胞を維持する・産み出す制御システムの解明を目指している。 

細胞化前後における細胞内動態について、細胞質を可視化して解析したところ、細胞化直前に核を取

り囲む細胞質が液胞によって分断され、コンパートメント化しているように観察された。このことは各

細胞へと分かれる前に、環境に違いが生まれている可能性を示唆した。また、8核期において細胞板形

成を可視化して解析することにより、細胞板の形成順序・細胞化完了のタイミングを明らかにした。ま

た、細胞核動態に重要と考えられるチューブリン・アクチンといった細胞骨格について、光安定性の高

い蛍光タンパク質を用いることで、マーカーラインの整備を進めた。併せて、細胞化後、各細胞特異的

遺伝子発現がいつ始まるのか、マーカーラインを作出してイメージング解析を進めた。 

細胞運命の決定・維持・転換機構の分子メカニズムを明らかにするために、雌性配偶体において細胞

運命維持に異常を示す変異体、さらにその関連遺伝子の変異体について、細胞核動態や細胞運命解析を

するため各種蛍光マーカーラインの整備、多重変異体の作出を進めた。 
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